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高度実践看護師の裁量権拡大を考える

ー健やかな超高齢社会の実現へ向けてー
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新たに診断されたがん（罹患全国推計値）
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2013年 86万人を超える



生涯でがんに罹患する確率

男性 62％

女性 46％

２人に１人
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がん患者の70％は65歳以上
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年齢階級別がん罹患者数（2013 年）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000



¸大学病院でのCNS活動

¸事例紹介

¸CNSの実践における役割発揮



約20年前のがん治療プロセス（例）

3～4週間

ope

ü 術前検査
ü 術前教育
ü 術前の相談と情報提供
ü セルフケア指導
ü 退院指導
ü 在宅調整



現在のがん治療プロセス（例）

7～10日

ope

ü 術前検査
ü 術前教育
ü 術前の相談と情報提供

ü セルフケア指導
ü 退院指導

ü 在宅調整

化学療法化学療法
放射線治療



CNSに求められている医療ニーズ
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がん看護CNSの配置場所

CNS



がん看護CNSが担当している看護外来

北里大学病院（2018 年6月現在）

がんサバイバーシップを支援する
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CNSの実践における役割発揮

ある部分だけでなく、全体を見な
がら判断する

自ら問題を察知し、行動する

臨床研究と教育を行う
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ある部分だけでなく、全体を見ながら
判断する

1

üある部分・時点だけでなく、全体・プロセスを見る



自ら問題を察知し、行動する2
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EBP
Evidence based practice

自ら問題を察知し、行動する2

臨床経験 患者との対話

ü単なる技術提供にとどまらない



臨床研究と教育を行う

ü社会貢献と自己のキャリアアップ
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これからのCNS

社会・医療環境が変化していく中で
CNS独自の専門性を発揮していく必要がある


